
 

 

  

とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

幼稚園番号 2738414 

園名 麻の実幼稚園 

 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

 

 

 

 

 

２．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育 

 

年間を通して、身体を動かす機会を多く設けている。 

また、毎年 10 月上旬に運動会を実施し、個人競技の他、クラス対抗の競技を行ってい

る。子どもたち同士で相談する機会も設け、より主体的に取り組めるよう進めていく。 

・毎日、運動遊びの時間を設け、体を動かす 

・各学年毎月２回以上、専門の講師による体育指導として、様々な運動・動きを年間を

通して行う（鉄棒、ボール、縄跳び、マット、プールなど） 

・10/5 運動会にて個人競技や団体競技、クラス対抗競技を行う 

 その練習期間において、子どもたち同士で相談する機会を設ける 

・(年長)３月にクラス対抗競技行う 

・平らな園庭だけでなく、総合遊具、芝生のエリア、起伏のある丘エリア、体育館、備

え付けプールなど、様々な運動を行える環境が園内に存在している 

・運動用の教具としてマットや平均台、鉄棒などがある他、ボールやぽっくり、縄跳び

を個人持ちあるいは一人ひとつずつ使用できるよう用意 

・リレーやドッジボールの練習が子どもたちのタイミングで行えるよう、園庭にあら

かじめ白線を引いておく。また、追加で要望があった場合は、すぐに準備を行えるよう

な体制を整えている 



 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動中の子供達の姿・声、子供同士や教諭との関わり＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・旗体操はグループでの表現もあり、どうすれば素早く集まれるか、美しいか、他のグル

ープの良さは何か、など話し合い、表現の質を高めていった。 

・素足で活動する芝生の心地良さや楽しさを声や表情であらわしていた。「早くやりた

い」と鉄棒へも意欲があり、コツを教えてもらいながら挑戦する姿が沢山みられた。指導

内容や子どもの姿は毎回記録し、時には写真も添えて振り返りに活かした。 

・器具を使うものは特に、一人ひとりのレベルに合わせ、励ましながら挑戦する気持ちを

大切にし、意欲や自信につなげていった。ドッヂボール大会は技量に合わせたチーム分け

をし、クラス対抗リレーでは、仲間としての協力の大切さを伝え、話し合う機会を多く設

け、走順等も子ども同士で決めていくようにした。 

・毎日、外遊びの時間を設け、園庭、総合遊具、芝生、起伏のある丘で身体を動かした。 

・雨天時は体育館にマットや平均台、滑り台などを出し運動したほか、夏にはプールあ

そびを行った。 

・芝生エリアを使って四つ這い、ゴロゴロ、ジャンプなど素足での運動を行った。 

・屋外プールを使っての泳ぎや、みんなでつくった波での遊びを楽しんだ。 

・とび箱やマット運動など体育館で器具を使い、色々な技に挑戦したり、運動会では、玉入

れや手旗を使っての身体表現も行った。 

・園庭では鉄棒、ボール、縄とび、リレーなど行った。 

・クラス対抗戦のドッヂボール大会を全力で戦った。 

 



 

 

5．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・園の豊かな自然や広大な園庭、芝生、遊具やプールなどを更に活用していきたい。子ども

たちが生み出している様々なルールの「鬼ごっこ」につなげていけるような環境を、子ども

たちと話し合いながら考えていきたい。 

・玉入れのコツやリレーの順番など、子どもたち同士で話し合いすることで、教員が声

掛けするよりも高い意欲を保ったまま本番に臨めていた印象がある。 


